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フレスコボールリクゼンタカタカップ2025

５．創意工夫した点・配慮した点・苦労した点　など

７．その他感想等（ご自由に記入してください）

４．参加対象・参加者数

参加対象： 一般、旅行者（市外、県外）、関係機関

参加者数： のべ約2900人（３．実施内容における参加規模合算）

関連河川名 岩手県陸前高田市高田松原海水浴場

１．目　　的
　本事業は、東日本大震災で津波被災の後に再整備された陸前高田市・津田の松原海水浴場を利用し、ブラジル発の
ビーチスポーツ・フレスコボールのイベントを実施するもの。イベントとしては4年目で、水辺・絆プロジェクトとしては2年目の採
択を目指す。フレスコボールは、7ｍ離れたペア同士がラケットでラリーを続ける採点型競技で、相手の打ちやすいところに返
す必要があることから「思いやりのスポーツ」とも言われる。性別・年代・季節を問わない障壁の低さが魅力で、『ノーマライ
ゼーションという言葉のいらないまちづくり』を掲げる陸前高田市と親和性も高いユニバーサルスポーツ。本イベントでは、津
波被害を背景に失われた「水辺でスポーツを楽しむ」文化の醸成・定着を図るとともに、地域内外の交流促進、防災・減災
に向けた理解促進・発信を行う。実施は8月9-10日で、競技大会のみならず、無料体験会、ビーチクリーン、防災・減災に
関するコラボリーフレット・HP制作に加え、岩手大学の被災地復興支援団体「三陸委員会ここより」と協力した企画を新たに
行う。

２．実施体制（結果報告）

＜主たる実施団体＞
■ 主催：一般社団法人日本フレスコボール協会（事務局）
■ 協力：三陸フレスコボールクラブ、気仙沼フレスコボールクラブ、岩手大学三陸委員会「ここよ
り」
■後援：陸前高田市、IBC岩手放送、東海新報社

３．実施内容（開催日時・場所 など）

■フレスコボールリクゼンタカタカップ2025
・日時：2025年8月9日(土)、10日(日)
・場所：岩手県陸前高田市高田松原海水浴場
・内容：フレスコボール競技大会、無料体験会、ビーチクリーン、
　　　　参加者に防災・減災にまつわるコラボリーフレットを配布、
　　　　大会特設HPに防災・減災にまつわる特集コーナーを設けて公開、
　　　　岩手大学「三陸委員会ここより」と協力した防災にまつわる発表
・参加規模：会場参加＝約200人
　　　　　　リーフレット配布＝1500部
　　　　　　ポスター＝50部
　　　　　　HP＝1,000訪問（想定）
　　　　　　防災ボトル配布＝150個

事業名

申請者 一般社団法人日本フレスコボール協会

・「防災・減災の伝承者になる」という事業コンセプトから、昨年度から統一したキャッチコピー『つなげ、ラリー。つなげ、防災・減
災。』を継続使用。参加者や関係者への認知・理解定着を図った。
・今までになかった協力先として、岩手大学三陸委員会ここよりの学生たちとコラボ企画を実施。「ビーチに持参してほしい防災ア
イテム」を特集し、フライヤーやHPに掲載、大会本番も選手に対して実演発表を行った。
・事業意義を示し、HPの閲覧者を増やすため、PRTIMESでのプレスリリースを公開。
・イベント認知度を向上させるため、三陸フレスコボールクラブや気仙沼フレスコボールクラブの協力で市内外にポスターの掲示や
リーフレットの配布を行った。
・関係人口を増やすため、若竹太鼓やキッズチアリーディングパフォーマンスをハーフタイムショーとして企画・誘致。

６．総評（目標に対する達成状況、実施効果や今後期待される効果、今後に向けての反省点・改善
点など）

【事業の必要性】大会前後には本事業が地元紙でも特集され、滞在期間中に交流する市民からも広く認識され始
めている実感がある。高田松原海岸の再整備を「浜を整備すること」で終わらせるのではなく、「水辺のにぎわいを
再び取り戻す」という本質的な目的を果たすために一定の達成状況を感じているところ。
【広域的な震災伝承・防災減災教育の波及】今年も全国から100名超の選手/関係者が参加。選手からは「他大
会とは一線を画し、いろいろな学びを得る大会だった」旨のSNS投稿が多く見られ、防災/減災の伝承活動が一定
程度浸透していることを感じている。また被災地復興支援団体「三陸委員会ここより」と連携し、大会終了後は選
手と会食で交流機会も。本事業における関係人口創出という点でも良い取組となった。
【今後に向けて】大会期間だけでなく、一年を通じて陸前高田でフレスコボールが親しまれるようになり、「水辺のに
ぎわい」が創出されている。今後は、陸前高田だけでなく、三陸沿岸における新たなにぎわいを生み出していけるよ
うな広がり方の工夫をしていきたい。今年度は、岩手大学の学生をはじめ、若い世代の関わりが増えた。そうした世
代の発信力も借りながら、本事業ならびに競技・文化の普及に努めていきたい。

・「水辺」というと、つい海や砂浜のことを思い浮かべてしまうが、高田松原海岸では、マツを枯
らす「クズ」と呼ばれる植物が繁殖し、マツが枯れる被害が年々深刻化しているという話も。広
義の「水辺の保全」という視点で、水辺の「緑」にも目を向けていきたい。
・ハーフタイムショーに披露いただいた若竹太鼓やチアダンスチームの子どもたちは、毎年出
演していて、すっかり顔なじみという子たちも。選手たちにも愛され、非常に心温まる時間と
なっている。
・今年は海水浴期間中に実施をし、来場者にも多く注目をいただけた。次年度以降も、海水
浴期間中の開催を前向きに検討したい。

水辺・絆プロジェクト2025

事 業 実 施 報 告 書

実施場所 岩手県陸前高田市高田松原海水浴場

④一般社団法人日本フレスコボール協会



(様式７－２）

フレスコボールリクゼンタカタカップ2025

写真 写真 写真

岩手ビッグブルズ二宮氏をMCに迎えて 岩手大学の学生が防災減災に関して発表 地元の子どもたちによるハーフタイムショー

写真 写真

入賞者には地元産材「気仙杉」のトロフィー フライヤーやポスターは市内各所に設置＆掲示 全79組が伝承者となって全国へ

写真

70代の選手も参加しラリーは白熱 一年ごとに背が伸びるマツを背に健闘を称え合う

事業名

事業実施報告書（写真）

写真 写真

選手全員に防災グッズ＆フライヤーを配布

④一般社団法人日本フレスコボール協会


